
１１月７日(火)に１年生が虹の松原に行き、体験活動
をしました。松原の散策や「松原みっけ」という宝探し

のような活動で楽しみ、その後には清掃活動を行いました。私が
合流したときは、朽ちた松の枝を拾い集める活動の真っ只中で、
黄色いカゴにたくさんの枝が入って
いました。その後は松葉かき。ただ
集めるだけでなく、紅白に分かれて
松葉タワーの高さ競争をし、最後は
その松葉を１カ所に積み上げまし
た。右の写真のように、子ども達の
背丈をはるかに超える高さとなりま
した。唐津の誇る景勝地である虹の

松原。日本の三大松原に数えられる名所である一方、ご存じのように折れた
松の枝による痛ましい事故が起きるなど、その安全面が問題になっていま
す。しっかりした整備・保全が求められており、子ども達にもその大切さを
伝えられたら、この活動の意義が深まります。１３日(月)には３年生も実施
し、２９日(水)には２年生もこの活動に取り組む予定です。

子ども達の自転車の乗り方がよくありません。「もう少しでぶつかるとこ
ろだった」といった連絡も受けています。特に大きな通りから一つ入った路
地では、あまり車が通らないこともあって、曲がり角で速度を落とさずにハ
ンドルを切ったり、蛇行運転したり、急に方向転換したり・・・中には自転
車で追いかけっこをしたりしている子もいるそうです。特に左の地図に示し
た佐志八幡宮や佐志保育園付近で、このような危険な運転が見られるとのこ
と。夕方は保育園児の迎えの車も増えますし、建築関係のトラックも通ると
のことです。
とにかく、事故にあってからでは遅すぎます。私がかつて受け持った２年

生に自転車で飛び出して事故にあった子がいました。足にボルトを入れる手
術を受け、さらにボルトを外す手術も受け、１年以上、不自由な生活を送り
ました。例え命を奪われることはなくとも、このような事故は痛ましいもの
です。学校でも自転車の乗り方について、各学級で指導しました。ぜひ、ご
家庭でも自転車の乗り方についての確認と指導をお願いします。

学童美術展(平面の部)の特選に本校から４名の児童が入賞しまし
た。この学童美術展、以前は地区特選や準特選、入選に多くの児童

が入っていたのですが、今は唐津地区全体の特選のみ、各学年２５～２８名入賞と、たいへん厳しくなっ
ています。その中で入賞した４名をご紹介します。

３年生 袈裟丸ひゆう 山口こうた
５年生 福島えいきち 木下とむや

４名の作品は県審査に進みます。また、作品は12/2(土)～６(水)の期間、佐賀大学美術館に展示されます。
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１１月６日～１０日までの５日間、
秋の図書館祭りを開催しました。昨年
までは、コロナ禍で思うようなイベン
トができませんでしたが、今年は、図

書室が賑わうような「くじ引き」「本探し」「宝(プラス１冊券)探し」など
たくさんのイベントを行うことができました。中でも宝探しは、図書の時間
に行ったのですが、どの学年もなかなかの争奪戦でした。くじ引きは、本を
借りると引けるということで、たくさんの子どもたちが休み時間を利用して
本を借りにきました。くじを引く時のワクワクした顔は、こちらまで笑顔に
してくれました。このようなイベントを通して、本が少しでも好きになって
くれるきっかけになればとても嬉しいです。(文責：図書事務 轟木裕子)

佐志校区青少協では年２回「地域のお
じさん・おばさん研修会」という企画を

行っており、昨年度実施して好評であった意見発表会が今年度もありました。佐志小か
らは３名の児童が参加し、国語の時間などに取り組んだ作文を発表しました。小学校で
は総合的な学習の時間を中心に平和や福祉、環境といった問題に小学生に応じた内容で
学習しています。小学生ならではの感性での内容は、私たち大人も考えさせられるもの
があります。

岩田そうま「社会は暮らしやすい方向に向かっている」
米倉りんたろう「CO2削減のために私たちができること」
坂本まひろ「団長を経験して」

唐津港湾事務所「港の学習」
１１月１０日(金)に二タ子にある唐津港湾事務所から５名の

職員さんに来ていただき、５年生が港についての理解を深める
学習をしました。「くらしを支える港」「港の施設」「港で働く船」とい
う三部構成で子供向けに分かりやすく説明してもらいました。運送という
となんとなくトラックを想像しますが、実は物の９９％は船で運ばれてい
ることや、港を守るために重要な防波堤の役割などを学習しました。学校
の対岸には大島があり、その先に伸びる防波堤は、まさに学校を守ってい
るように見えます。今回の学習で、港の見方がちょっと変わってくるかも
しれません。

ふるさと先生「甘夏ジュレーづくり」
１３日(月)には「呼子甘夏かあちゃん」の山口さんに、５年

生が甘夏ジュレー作りを体験させてもらいました。作り方はい
たってシンプルで、甘夏の中身をくりぬき、中身を絞り、その
汁をくりぬいた皮に注ぎ冷やすそうです。子ども達の作ったジ
ュレーと山口さんのジュレーを食べ比べさせてもらいました。
冷蔵の有無もあるのでしょうが、色味やさっぱり感はやはり山
口さんの物が上でしたね。そのポイントは企業秘密とのこと。
この山口さんの娘さんを私は３０年前、６年生の時に担任し

ており、終了後は懐かしい話でタイムスリップしました。

インフルエンザ注意報
インフルエンザが広がっています。これまで２学級が学級閉鎖しましたが、明

日からも２学級が閉鎖します。対象学年だけでなく、全校的に罹患者が出ていま
す。かかってしまうことはやむを得ませんが、できるだけ予防を心がけたいもの
です。手洗いやうがい、睡眠時間の確保、人混みを避けるといった対応をお願い
します。(マスクの着用は個々の判断にしています。)


